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「世田谷区子ども・子育て支援事業計画」ニーズ調査 
 

この調査は、世田谷区内にお住まいの０歳から５歳の無作為に選ばれた方 （々年齢ごとに

1000 名づつ）の保護者の皆様を対象に、子ども・子育ての状況についてお伺いし、区の子

ども施策等の検討資料とするために行うものです。 

ご回答いただいた内容は「〇〇と回答した方が××％」というように統計的データとして

集計されますので、個人が特定されることはありません。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■調査主体・お問い合わせ先 

【 調査内容や質問内容について 】 

      世田谷区子ども・若者部子ども育成推進課 計画担当 

      〒154-8504 世田谷区世田谷 4－21－27   

   電話：０３－５４３２－２５２８ ＦＡＸ：０３－５４３２－３０１６ 

(土日、祝日を除く午前８時３０分から午後５時１５分まで) 

【 インターネット回答の方法等について 】 

 

■ご記入にあたってのお願い 

１． 調査票には、必ずあて名のお子さんの保護者の方が回答してください。 

２． 該当する質問には、すべてお答えください。質問によっては、ご回答いただ

く方が限られる場合がありますので、質問文をお読みいただき、ご回答くだ

さい。 

３． 「父親」や「母親」などの続柄に関する質問は、お子さんとの日常的な関係

において、回答者が主観的に選びご記入ください。 

４． 回答は、「郵送」または「インターネット」から行うことができます。 

５． 「郵送」による回答をされる方は、この調査票に、黒のボールペンや鉛筆で

もれなくご記入をお願いいたします。 

６． 「インターネット」による回答をされる方は、別紙〇〇を参照の上、回答用

ページにアクセスし、インターネット回答用「ＩＤ」と「パスワード」を入

力して回答をお願いいたします。 

７． 「郵送」による回答をされる方は、ご記入済みのこの調査票を５月〇日（）

までに、同封の封筒に入れてポストに投函してくださいますようお願いいた

します。（切手は不要です。）（差出人名は無記名で結構です。） 

８． 「インターネット」による回答をされる方は、５月〇日（）〇時〇分までに

該当するすべての質問に回答をお願いいたします。 

 

 就学前児童調査票（案）  
※変更・追加は、設問の前に★をつけて表示しています。 

※レイアウト、ページ数は、今後、調整する予定です。 

 

資料３－④ 
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問１ あて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

西暦        年      月 生まれ 

問2 あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。２人以上の場合は、末子

の生年月をご記入下さい。 

お子さんの人数   人   

 

末子の生年月  西暦         年     月 生まれ 

問３  あなたは現在どちらにお住まいですか。町丁目でお答えください。 

（記入例）池尻１丁目、北沢２丁目、駒沢３丁目 

                  丁目 

問４-1 あて名のお子さんは、誰と同居していますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけて

ください（続柄はあて名のお子さんからみた関係です）。 

１．父 ２．父（単身赴任中） 

３．母 ４．母（単身赴任中） 

５．祖父 ６．祖母 

７．その他 〔具体的に：       〕 

問４-２ あて名のお子さんの祖父母等の親族は、近く（ふだん利用する交通手段で概ね 30 分以

内で行き来できる範囲）にお住まいですか。 

１．はい ２．いいえ  

 

問 5 あて名のお子さんの子育てを主に行っているのは誰ですか。あてはまる答えの番号１つに

○をつけてください 

※ 続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

１．父親も母親も同じように行う ２．もっぱら父親が行う 

３．主に父親が行うが母親も行う ４．もっぱら母親が行う 

５．主に母親が行うが父親も行う ６．その他〔具体的に:                       〕 

 

 

 

はじめに封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
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問６-１ 日常的に、お子さんをみてもらえる親族、友人・知人はいますか。あてはまる答えの番号   

すべてに〇をつけてください。 
 
 
 
 
 

問６-２ 緊急時に、お子さんをみてもらえる親族、友人・知人はいますか。あてはまる答えの番号   

すべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 
問7-1 父親の就労状況と就労時間をお答えください。あてはまる答えの番号１つに〇をつけ、該

当する□内に数字（１枠に１字）の記入をお願いします。 

※就労形態や日数、時間等が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。 

また、短時間勤務取得中の方は、取得前の就労時間を記入してください。 

※時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．祖父母等の親族 

２．友人・知人 

３．その他 [具体的に：           ] 

４．誰もいない 

１．祖父母等の親族 

２．友人・知人 

３．その他 [具体的に：           ] 

４．誰もいない 

あて名のお子さんの、父親の就労状況についてお伺いします 

※ ひとり親世帯（母子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問 8-1 へ進んでください 

父親の就労状況（１つを選択）  父親の就労日数及び時間（数字を記入） 

１．就労している（テレワークや自営

業等の自宅就労を含む） 
 

 

 

１週間あたり   日 

⇒うち、テレワークや自営業等の自宅就労   日 

１日あたり      時間（休憩含む） 

２．就労している（テレワークや自営

業等の自宅就労を含む）が、産休・

育休・介護休業中である 

自宅以外

での就労

の場合 

家を出る時刻     時      分ごろ 

帰宅時刻       時      分ごろ 

自宅での

就労の場

合 

勤務開始時刻     時      分ごろ 

勤務終了時刻     時      分ごろ 

３．以前は仕事をしていたが、現在は

仕事をしていない 
  

４．これまでに仕事をしたことがない 
  

 

★ 

問７-２へ 

進んでください ➡問７-３へ 

進んでください 

★ 

★ 
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問7-１で父親が「１．就労している」、「２．就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を

選ばれた方にお伺いします。                                

問 7-2 今後、転職や退職、雇用形態等の働き方を変更する予定（希望も含む）はありますか。あ

てはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．働き方を変更する予定（希望）はない 

２．働き方を変えて、働く日数や時間を減らす予定（希望）がある 

３．働き方を変えて、働く日数や時間を増やす予定（希望）がある 

４．仕事をやめる予定（希望）がある 

 

 

問７-１で父親が「３．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」、「４．これまでに仕事

をしたことがない」を選ばれた方にお伺いします。                      

問 7-３  今後の就労希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけ、該当する□内に数字を

ご記入ください。 
 

１．就労の予定はない ➡問７-６へ進んでください 
 

２．１年より先、一番小さい子どもが     歳になったころに就労したい 
 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ➡ 希望の就労時間 ➡１週あたり   日、１日あたり     時間 
 

問7-３で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。                         

問 7-４ 父親が今後就労を希望する理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．経済的に苦しいため 

３．経済的に自立していたいため 

５．社会との関わりを持続したいため 

７．自分の時間がほしいため 

２．ゆとりのある生活を望むため 

４．自己実現のため 

６．子どもから少し離れたいため 

８．子どもの手が離れるなど、時間に余裕ができるため 

９．その他〔具体的に：                                 〕 

 

問 7-３で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。                        

問 7-５ 父親が就労希望があっても、現在働いていない理由について、もっとも近い答えの番号

１つに○をつけてください。 
 

１．子どもが小さい間は、働かずにいたいため 

２．希望する教育・保育事業※が利用できないため 

３．勤務時間や勤務地等子育てしながら働くことのできる適当な仕事がないため 

４．自分の知識、経験を活かすことができるような希望に合う仕事がないため 

➡問 7-４、 

問７-５へ 

進んでください 

問７-６へ進んでください 

★ 

★ 

★ 

★ 
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５．自分の健康上の問題で働けないため 

６．家族の考え方（親族の理解が得られない等）で就労する環境が整っていないため 

７．家族や親族の介護や手伝いが必要なため 

８．ボランティアや地域活動等に力を入れたいため 

９．その他〔具体的に：                               〕 
 

※「教育・保育事業」とは、保育園、幼稚園、認定こども園等月単位で定期的に受けている事業として

います。以下の設問も同様の定義です。事業の説明については、問11〔A群〕を参照してください。 

 

問７-６ 父親はあて名のお子さんの出産の１年前から出産後１年の間に、仕事をやめましたか。 

あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 

１．仕事をやめた 

２．仕事をやめていない（育休、転職も含む） 

３．出産１年前にすでに働いていなかった 

 

問７-６で父親が「１．仕事をやめた」を選ばれた方にお伺いします。                   

問７-７  仕事をやめた理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．希望していた教育・保育事業が利用できなかったため 

２．希望する教育・保育事業が確実に利用できる見込みがなかったため 

３．利用できる教育・保育事業の保育時間が勤務時間に合わなかったため 

４．自分の体力が持たなかったため 

５．職場に、妊娠や出産をした人は離職するという雰囲気がある等両立を支援する雰囲気がなかったため 

６．子どもの病気等で度々休まざるを得なかったため 

７．配偶者・パートナーの体調が悪かったため 

８．育児休業を取れそうになかったため 

９．育児休業の制度がなかったため 

10．短時間勤務、フレックス勤務、在宅勤務等希望する働き方を選択できなかったため 

11．配偶者・パートナーの勤務地の問題や転勤で、仕事を続けるのが難しかったため 

12．配偶者・パートナー等の理解が得られなかったため 

13．配偶者・パートナーの妊娠・出産を機会にやめるつもりでいたため 

14．その他〔具体的に：                              〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

➡ 問８-１へ進んでください 

➡ 問７-７へ進んでください 

★ 

★ 
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問８-１ 母親の就労状況と就労時間をお答えください。あてはまる答えの番号１つに〇をつけ、 

該当する□内に数字（１枠に１字）の記入をお願いします。 

※就労形態や日数、時間等が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。 

また、短時間勤務取得中の方は、取得前の就労時間を記入してください。 

※時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問８-１で母親が「１．就労している」、「２．就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を

選ばれた方にお伺いします。                                   

問８-２ 今後、転職や退職、雇用形態等の働き方を変更する予定（希望も含む）はありますか。

あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．働き方を変更する予定（希望）はない 

２．働き方を変えて、働く日数や時間を減らす予定（希望）がある 

３．働き方を変えて、働く日数や時間を増やす予定（希望）がある 

４．仕事をやめる予定（希望）がある 

 

 

 

 

あて名のお子さんの、母親の就労状況についてお伺いします 

※ ひとり親世帯（父子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問９-１へ進んでください 

母親の就労状況（１つを選択）  母親の就労日数及び時間（数字を記入） 

１．就労している（テレワークや自営

業等の自宅就労を含む） 
 

 

 

１週間あたり   日 

⇒うち、テレワークや自営業等の自宅就労   日 

１日あたり      時間（休憩含む） 

２．就労している（テレワークや自営

業等の自宅就労を含む）が、産休・

育休・介護休業中である 

自宅以外

での就労

の場合 

家を出る時刻     時      分ごろ 

帰宅時刻       時      分ごろ 

自宅での

就労の場

合 

勤務開始時刻     時      分ごろ 

勤務終了時刻     時      分ごろ 

３．以前は仕事をしていたが、現在は

仕事をしていない 
  

４．これまでに仕事をしたことがない 
  

 

➡問８-３へ 

進んでください 

問８-２へ 

進んでください 

問８-６へ進んでください 

★ 

★ 
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問８-１で母親が「３．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」、「４．これまでに仕事

をしたことがない」を選ばれた方にお伺いします。                

問８-３  今後の就労希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけ、該当する□内に数字を

ご記入ください。 
 

１．就労の予定はない ➡問８-６へ進んでください 
 

２．１年より先、一番小さい子どもが     歳になったころに就労したい 
 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ➡ 希望の就労時間 ➡１週あたり   日、１日あたり     時間 
 

問８-３で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。                        

問８-４ 母親が今後就労を希望する理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．経済的に苦しいため 

３．経済的に自立していたいため 

５．社会との関わりを持続したいため 

７．自分の時間がほしいため 

２．ゆとりのある生活を望むため 

４．自己実現のため 

６．子どもから少し離れたいため 

８．子どもの手が離れるなど、時間に余裕ができるため 

９．その他〔具体的に：                                 〕 

 

問８-３で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。                      

問８-５  母親が就労希望があっても、現在働いていない理由について、もっとも近い答えの番

号１つに○をつけてください。 
 

１．子どもが小さい間は、働かずにいたいため 

２．希望する教育・保育事業※が利用できないため 

３．勤務時間や勤務地等子育てしながら働くことのできる適当な仕事がないため 

４．自分の知識、経験を活かすことができるような希望に合う仕事がないため 

５．自分の健康上の問題で働けないため 

６．家族の考え方（親族の理解が得られない等）で就労する環境が整っていないため 

７．家族や親族の介護や手伝いが必要なため 

８．ボランティアや地域活動等に力を入れたいため 

９．その他〔具体的に：                               〕 
 

※「教育・保育事業」とは、保育園、幼稚園、認定こども園等月単位で定期的に受けている事業として

います。以下の設問も同様の定義です。事業の説明については、問11〔A群〕を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

➡問８-４、 

問８-５へ 

進んでください 

★ 

★ 
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問８-６  母親はあて名のお子さんの出産の１年前から出産後１年の間に、仕事をやめましたか。

あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 

１．仕事をやめた 

２．仕事をやめていない（育休、転職も含む） 

３．出産１年前にすでに働いていなかった 

 

問８-６で母親が「１．仕事をやめた」を選ばれた方にお伺いします。                   

問８-７  仕事をやめた理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．希望していた教育・保育事業が利用できなかったため 

２．希望する教育・保育事業が確実に利用できる見込みがなかったため 

３．利用できる教育・保育事業の保育時間が勤務時間に合わなかったため 

４．自分の体力が持たなかったため 

５．職場に、妊娠や出産をした人は離職するという雰囲気がある等両立を支援する雰囲気がなかったため 

６．子どもの病気等で度々休まざるを得なかったため 

７．つわりや産後の不調等体調が思わしくなかったため 

８．育児休業を取れそうになかったため 

９．育児休業の制度がなかったため 

10．短時間勤務、フレックス勤務、在宅勤務等希望する働き方を選択できなかったため 

11．配偶者・パートナーの勤務地の問題や転勤で、仕事を続けるのが難しかったため 

12．配偶者・パートナー等の理解が得られなかったため 

13．妊娠・出産を機会にやめるつもりでいたため 

14．その他〔具体的に：                              〕 
 

 

問９-１ 父親はあて名のお子さんについて、育児休業制度を利用されましたか。あてはまる答えの

番号１つに○をつけてください。 
 

１．働いていなかった ➡ 問 10-1 へ進んでください 

２．育児休業取得後、職場に復帰した ➡ 問９-２、問９-３、問９-５へ進んでください 

３．現在も育児休業中である ➡ 問９-６へ進んでください 

４．育児休業取得中に離職した ➡ 問 10-１へ進んでください 

５．取得していない ➡ 問９-７へ進んでください 

 

父親の育児休業制度の利用についてお伺いします 

※ ひとり親世帯（母子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問９-９へ進んでください 

➡ 問９-１へ進んでください 

➡ 問８-７へ進んでください 

★ 
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問９-１で父親が「２.育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。        

問９-２ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでした

か。どちらか１つに○をつけてください。 

１．はい                         ２．いいえ 

 

問９-１で父親が「２.育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。         

問９-３ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、「希

望」としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。希望についてはおつ

とめ先の育児休業制度の期間内で枠内に数字でご記入ください。 

実際     歳    ヶ月まで 希望     歳    ヶ月まで 

 

 

 

問９-3で父親の実際の育児休業取得期間と希望の育児休業取得期間が一致しない方にお伺いします。     

問９-４  実際の育児休業取得期間と希望の育児休業取得期間が一致しない理由として主にあて

はまる番号３つまで〇をつけてください。 

１．保育所等に入園しやすい時期に合わせるため 

２．希望する保育所等へ入れなかったため 

３．職場の業務の都合に合わせるため 
４．職場の育児休業制度に合わせるため 
５．育児休業の延長制度に合わせるため 
６．家計の状態を考えて 
７．配偶者や家族の希望があったため 
８．子どもの健康状態や発達などの状態を考えて 
９．自分たち（親）の健康状態を考えて 
10．その他 [具体的に：                ]  

 

問９-１で父親が「２.育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。                

問９-５ おつとめ先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」とし

てはお子さんが何歳何ヶ月の時まで取りたかったですか。 

希望    歳    ヶ月まで 

 
 

実際と希望の取得期間が一致する場合 ➡ 問９-５へ進んでください 

実際と希望の取得期間が一致しない場合 ➡ 問９-４へ進んでください 

★ 

★ 

★ 

★ 
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問９-１で父親が「３.現在も育児休業中である」を選ばれた方にお伺いします。             

問９-６ 希望する時期に必ずお子さんを預けられる事業があった場合、あて名のお子さんが何歳何

ヶ月のときまで育児休業を取得しますか。おつとめ先の育児休業制度の期間内で、枠内に

数字でご記入ください。 

希望    歳    ヶ月まで 

 
問９-１で父親が「５．取得していない」を選ばれた方にお伺いします。                   

問９-７ 取得していない理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則の定めがなかった）（自営業主、家族従業者含む） 

11．雇用形態等のため、育児休業の取得要件を満たさなかった 

12．取得するつもりはなかった 

13．その他〔具体的に：                             〕 

 

問 10-1 あて名のお子さんについて、育児休業制度を利用されましたか。あてはまる答えの番号

１つに○をつけてください。 

１．働いていなかった  ➡ 問11-１へ進んでください 

２．育児休業取得後、職場に復帰した ➡ 問 10-2、問 10-3、問 10-５へ進んでください 

３．現在も育児休業中である ➡ 問 10-6へ進んでください 

４．育児休業取得中に離職した ➡ 問 11-1へ進んでください 

５．取得していない ➡ 問10-7 へ進んでください 

 

問 10-1で母親が「２.育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。        

問 10-2 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでした

か。どちらか１つに○をつけてください。 

１．はい            ２．いいえ 

母親の育児休業制度の利用についてお伺いします 

※ ひとり親世帯（父子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問 11-１へ進んでください 

★ 

★ 

★ 
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問10-1で母親が「２．育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。        

問 10-3 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、

「希望」としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。希望について

はおつとめ先の育児休業制度の期間内で枠内に数字でご記入ください。 

実際     歳    ヶ月まで 希望     歳    ヶ月まで 

 

 

 

問 10-3で母親の実際の育児休業取得期間と希望の育児休業取得期間が一致しない方にお伺いします。 

問 10-4  実際の育児休業取得期間と希望の育児休業取得期間が一致しない理由として主にあて

はまる番号３つまで〇をつけてください。 

１．保育所等に入園しやすい時期に合わせるため 

２．希望する保育所等へ入れなかったため 

３．職場の業務の都合に合わせるため 
４．職場の育児休業制度に合わせるため 
５．育児休業の延長制度に合わせるため 
６．家計の状態を考えて 
７．配偶者や家族の希望があったため 
８．子どもの健康状態や発達などの状態を考えて 
９．自分たち（親）の健康状態を考えて 
10．その他 [具体的に：                ] 

 

問 10-1で母親が「２.育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。        

問 10-５ おつとめ先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」と

してはお子さんが何歳何ヶ月の時まで取りたかったですか。 

希望    歳    ヶ月まで 

 

問 10-1で母親が「３．現在も育児休業中である」を選ばれた方にお伺いします。            

問 10-６ 希望する時期に必ずお子さんを預けられる事業があった場合、あて名のお子さんが何歳

何ヶ月のときまで育児休業を取得しますか。 

希望    歳    ヶ月まで 

 

 

実際と希望の取得期間が一致する場合 ➡ 問10-5へ進んでください 

実際と希望の取得期間が一致しない場合 ➡ 問10-4へ進んでください 

★ 

★ 
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問10-1で母親が「５．取得していない」を選ばれた方にお伺いします。                   

問 10-7 取得していない理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則の定めがなかった）（自営業主、家族従業者含む） 

11．雇用形態等のため、育児休業の取得要件を満たさなかった 

12．取得するつもりはなかった 

13．その他〔具体的に：                             〕 

 

父親の短時間勤務制度の利用についてお伺いします 

※ ひとり親世帯（母子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問 12-1 へ進んでください 

問 11-1 父親はあて名のお子さんについて、短時間勤務制度を利用しましたか。あてはまる答え

の番号１つに○をつけてください。 

 

１．利用した・利用している  

➡ １週あたり    日     時間勤務 

２．利用するつもり 

３．利用していない ➡ 問 11-３へ進んでください 

 

問11-１で父親が「１.利用した・利用している」、「２.利用するつもり」を選ばれた方にお伺いします。                                

問 11-2 あて名のお子さんが何歳のときまで短時間勤務制度を利用した、または、利用するつ

もりですか。それぞれあてまる数字を枠内にご記入ください。 
 

     歳まで 

 
問11-１で父親が「３．利用していない」を選ばれた方にお伺いします。                   

問 11-3 利用していない理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．職場に短時間勤務制度がなかったため 

２．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があったため 

３．短時間勤務にすると給与が減額されるため 

４．短時間勤務にすると昇給・昇格などが遅れそうなため 

５．制度があることを知らなかったため 

➡ 問 11-2へ進んでください 

★ 

★ 

★ 
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６．特に利用する必要がなかったため 

７．配偶者・パートナーが育児休業制度や短時間勤務制度を利用したため 

８．その他〔具体的に：                          〕 

問 12-1  母親はあて名のお子さんについて、短時間勤務制度を利用しましたか。あてはまる答

えの番号１つに○をつけてください。 
 

１．利用した・利用している  

➡ １週あたり    日     時間勤務 

２．利用するつもり 

３．利用していない ➡ 問 12-3へ進んでください 

 

問12-1で母親が「１.利用した・利用している」、「２.利用するつもり」を選ばれた方にお伺いします。                                

問 12-2 あて名のお子さんが何歳のときまで短時間勤務制度を利用した、または、利用するつ

もりですか。それぞれあてまる数字を枠内にご記入ください。 
 

     歳まで 

 
問12-1母親が「３．利用していない」を選ばれた方にお伺いします。                   

問 12-3 利用していない理由について、あてはまる答えの番号すべてに〇をつけてください。 

１．職場に短時間勤務制度がなかったため 

２．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があったため 

３．短時間勤務にすると給与が減額されるため 

４．短時間勤務にすると昇給・昇格などが遅れそうなため 

５．制度があることを知らなかったため 

６．特に利用する必要がなかったため 

７．配偶者・パートナーが育児休業制度や短時間勤務制度を利用したため 

８．その他〔具体的に：                          〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母親の短時間勤務制度の利用についてお伺いします 

ひとり親世帯（父子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問 13へ進んでください 

➡ 問 12-2へ進んでください 

★ 

★ 
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 あて名のお子さんの教育・保育事業の月単位の定期的な利用についてお伺いします 

問 13 現在、利用している、していないにかかわらず、あて名のお子さんの教育・保育事業とし

て「日常的に」利用したいと考える事業について、お子さんの成長にあわせて年齢ごとに最

も希望する事業を【A群：希望する教育・保育事業】から選んで第１希望の枠内に番号を記

入してください。（現在のお子さんの年齢以降、５歳までについてお答えください。）複数希

望する事業がある方は、第２希望以降の枠内に記入してください。（順位付けする必要はご

ざいません。） 

 また、その事業を希望する上で重視する条件について、あてはまる条件を【B群：事業を希

望する上で重視する条件】から３つまで選んで枠内に番号を記入してください。 

 

 
Ａ群：第１希望 

Ａ群：第２希望以降 
（ある方のみ） 

Ｂ群：重視する条件 
（３つまで） 

０歳    

１歳    

２歳    

３歳    

４歳    

５歳    
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【Ａ群：希望する教育・保育事業】 

１．区立、私立保育所 ＜認可保育施設＞ 

就労等の理由で保護者が保育できない場合
に、０歳から就学前の児童を、夕方あるいは
夜まで保育する施設。 
 
 

３．小規模保育事業 ＜認可保育事業＞ 

少人数（６～１９人）の０歳から３歳未満の
児童を対象に、家庭的保育に近い雰囲気のも
と、保育士や区が認定した家庭的保育者等が
きめ細やかな保育を行う事業。 
 

５．認証保育所 

就労またはその他の理由で保護者が保育でき
ない場合に、０歳から就学前の児童を、夕方
あるいは夜まで保育する東京都が認証した認
可外保育施設。 

 

７．保育ママ 

就労等の理由で保護者が保育できない場合
に、０歳から３歳未満の児童を、夕方あるい
は夜まで保育ママの自宅の家庭的な環境の中
で保育する。 
 

９．認定こども園（教育標準時間認定枠） 

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ認定こども
園で、３歳から就学前の児童が幼稚園の時間
帯に幼児教育を受ける枠。 
 

11．区立幼稚園（通常の教育時間） 

保護者の就労等の有無や形態にかかわらず、
４歳から就学前の児童に対し、概ね 14 時ごろ
まで幼児教育を行う施設。 
 

13．私立幼稚園（通常の教育時間） 

保護者の就労等の有無や形態にかかわらず、
概ね３歳から就学前の児童に対し、概ね 14
時ごろまで幼児教育を行う施設。 
 

15．ベビーシッター 

 

17．就労はしているが、在宅勤務や子連れ出勤 

をしているため、教育・保育事業の利用を

希望しない 

２．家庭的保育事業 ＜認可保育事業＞ 

家庭的な雰囲気のもと、運営事業者が借り上
げたアパート等で、区が認定した家庭的保育
事業者が少人数（定員５人以下）の０歳から
３歳未満の児童を対象にきめ細やかな保育を
行う事業。 
 

４．事業所内保育事業 ＜認可保育事業＞ 

会社等の事業所が設置する保育施設。従業員
の子どもと地域の子どもを一緒に保育する事
業 
 

６．保育室 

就労等の理由で保護者が保育できない場合
に、０歳から３歳未満の児童を、夕方あるい
は夜まで小規模な環境の小集団で保育する認
可外保育施設。 
 

８．企業主導型保育事業 

認可外保育施設であり、企業が主に従業員用
に設ける保育施設。複数の企業での共同設置、
他企業や地域の子どもの受け入れも可能。 
 

10．認定こども園（保育認定枠） 

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ認定こども
園で、就労等の理由で保護者が保育できない
０歳から就学前の児童が、保育所の時間帯で
保育・幼児教育を受ける枠。 
 

12．区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

通常の教育時間終了後に、在籍する園におい
て午後４時３０分まで預かり保育を行う区立
幼稚園。 
 

14．私立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

通常の教育時間終了後に、在籍する園におい
て夕方まで預かり保育を行う私立幼稚園。 

 
16．保護者が子どもを見られるため、教育・保 

育事業の利用を希望しない 

 

18．その他 具体的に：   

【Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件】（重視する条件を３つまでお選びください） 

１．教育・保育の内容や方針が希望に合う 

３．施設や設備が充実している 

５．保育時間が利用希望に合う 

７．保育料が適正である 

９．親が運営・行事などに関わる機会が多い 

11．利用する駅や職場からの距離が近い 

２．教員・保育者の質が高い 

４．園庭が有る 

６．認可されている施設である 

８．親の負担の程度が軽い 

10．自宅からの距離が近い 

12．その他〔具体的に：         〕 
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問13[A群]で「12.区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育）」または「14.私立幼稚園

（通常の教育時間＋日常的な預かり保育）を選ばれた方にお伺いします。            

問 13-1 平日について、利用を希望する時間帯を□に数字でご記入ください。土曜日、夏休み等

の長期休暇中については、あてはまる番号１つに○をつけて、利用希望がある方は、利

用を希望する時間帯（夏休み等の長期休暇中については週何日くらいかも）を数字でご

記入ください。 

※時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。 
 

平日 

 

時    分から    時    分 

土曜日 

１．利用希望あり 

➡      時      分から     時     分 

２．利用希望なし 

夏休み等の長期休暇中 

１．利用希望あり 

➡      時      分から     時     分 

➡週    日くらい 

２．利用希望なし 

 

問 14 あて名のお子さんの現在の教育・保育事業の定期的な利用の有無についてお伺いします。

日頃、月単位で定期的に教育・保育事業を利用されていますか。あてはまる番号１つに○

をつけてください。 

１．はい    ➡問１4-1～１4-4 へ進んでください 

２．いいえ   ➡問１5へ進んでください 

 

問 14で「1.はい」を選ばれた方にお伺いします。                           

問14-１ あて名のお子さんは、現在、どのような教育・保育事業を利用していますか。次の中か

ら、利用されている主なもの１つに○をつけてください。 

※事業の説明については、問11[A群]をご参照ください。 

１．区立、私立保育所 ＜認可保育施設＞ 

３．小規模保育事業 ＜認可保育事業＞  

５．認証保育所 

７．保育ママ 

９．認定こども園（教育標準時間認定枠） 

11．区立幼稚園（通常の教育時間）  

13．私立幼稚園（通常の教育時間） 

15．ベビーシッター 

２．家庭的保育事業 ＜認可保育事業＞ 

４．事業所内保育事業 ＜認可保育事業＞  

６．保育室 

８．企業主導型保育事業 

10．認定こども園（保育認定枠）  

12．区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

14．私立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

16．その他〔具体的に：         〕 
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問14で「1.はい」を選ばれた方にお伺いします。                      

問14-2 現在、主に利用されている教育・保育事業の実施場所について、あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．世田谷区内 ２．世田谷区外 

 

問 14で「1.はい」を選ばれた方にお伺いします。                     

問14-3 １週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）教育・保育事業（延長保育

なども含めます）を利用されていますか。 

※時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。 

現在：１週あたり   日 

１日あたり   時間 （    時    分から    時    分） 

 

問 14で「1.はい」を選ばれた方にお伺いします。                     

問14-4 問 12-３でお答えいただいた現在の利用時間は、希望通りですか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．はい ➡問15へ進んでください ２．いいえ ➡問１4-5、問１4-６へ進んでください 

問 14-4で「２.いいえ」を選ばれた方にお伺いします。                   

問 14-５ １週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）教育・保育事業（延長保育

なども含めます）を利用したいですか。 

※時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。 

希望：１週あたり   日   

１日あたり   時間 （    時    分から    時    分） 

➡20 時以降の利用を希望される方は、あてはまる理由１つに○をつけてください 

１．正規の就業時間と通勤時間を合わせると 20時を過ぎるため 

２．定期的に夜勤があるため 

３．残業しないと仕事が終わらないため 

４．きょうだいのお迎えがあるため 

５．親族の介護や手伝いが必要なため 

６．ご自身や親族の通院のため 

７．就業時間後に済ませたい用事があるため 

８．息抜きのため 

９．その他〔具体的に：                     〕 
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問14-4で「２.いいえ」を選ばれた方にお伺いします。                    

問14-６ 現在の利用時間と希望する利用時間が一致しない理由について、もっとも近い答え 

の番号１つに○をつけてください。 

１．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施していない 

２．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、延長時間が足りない 

３．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、利用要件を満た

さないため利用できない 

４．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、定員の都合等で

利用できない 

５．その他〔具体的に：                              〕 

 

あて名のお子さんの定期的な土・休日の保育について、希望をお伺いします 

問15 土曜日と日曜日・祝日に、教育・保育事業など（一時的な利用は除きます）の定期的な利

用希望がありますか。土曜日、日曜・祝日それぞれについて、あてはまる番号１つに○を

つけてください。 

※ 教育・保育事業などとは、保育所、幼稚園、認可外保育施設などの事業を指し、親族・知人によ

る預かりは含みません。 

※ 時間は、必ず２４時間表記（例：０８時、１８時）でお書きください。） 

【土曜日】 
 

１．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯（24時間表記）をお答えください。 

２．月に１～２回は利用したい      （    時    分から    時    分） 

３．利用希望はない 

【日曜・祝日】 
 

１．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯（24 時間表記）をお答えください。 

２．月に１～２回は利用したい    （    時     分から     時     分） 

３．利用希望はない 

➡利用したい理由について、主にあてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．日曜・祝日が正規の就業日として決められているため 

２．出勤のローテーションや出張等で日曜・祝日が含まれることがあるため 

３．平日に終えられなかった仕事を片付けるため出勤する必要があるため 

４．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

５．親族の介護や手伝いが必要なため 

６．ご自身や親族の通院のため 

７．息抜きのため 

８．その他〔具体的に：                   〕 
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あて名のお子さんが病気やケガの時の保育についてお伺いします 

教育・保育事業を利用している保護者の方（問 14で１を選ばれた方）にお伺いします。 

※ 利用していない場合は記載不要 ➡ 問 17へ進んでください。 

問16 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかっ

たことはありますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．はい   ➡問１6-1へ進んでください 

２．いいえ  ➡問１7へ進んでください 

 

問１6で「１.はい」を選ばれた方にお伺いします。                       

問16-１ この１年間で通常の教育・保育事業が利用できなかったときに、行った対処方法として

あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も〔  〕内に数字で記入してくだ

さい（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください）。 

  

１．母親が休んだ 〔    〕日 

２．父親が休んだ  〔    〕日 

３．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 〔    〕日 

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 〔    〕日 

５．就労していない父親または母親がみた 〔    〕日 

６．病児・病後児の保育サービスを利用した 

 （保育所で実施しているサービスを含む） 
〔    〕日 

７．ベビーシッターを利用した 〔    〕日 

８．ファミリー・サポート・センター事業を利用した

（身近な地域で子育ての相互援助を行う会員制の仕組

み。乳幼児から小学校６年生までを対象に、預かりや

送迎の援助等を行う。）  

〔    〕日 

９．その他〔具体的に：            〕 〔    〕日 

 

問１6-１で「１」「２」「３」「４」を選ばれた方にお伺いします。                      

問16-２  今後、「病児・病後児の保育サービスを利用したい」と思われますか。あてはまる番

号１つに○をつけてください。「１」を選ばれた方は、問 16-1 で回答した実績日

数の合計の範囲内で年間利用希望日数をお答えください。 

 

１．はい  ➡ 年間利用希望     日 
 

２．いいえ 

➡問１6-２へ 

進んでください 

１年間あたり 

➡問１7へ 

進んでください 
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問17 この 1 年間で、日中の定期的な教育・保育事業の利用以外に私用（買い物、習い事、スポ

ーツ、美容院など）や冠婚葬祭、病気、就労などの目的で、家族・親族、友人・知人以外

の誰かにあて名のお子さんを一時的に預けたことはありましたか。ある場合はあてはまる

番号すべてに○をつけ、それぞれ１年間の利用日数を〔  〕内に数字でご記入ください。

（半日程度についても１日としてカウントしてください。） 
 

１．保育園の一時保育 〔    〕日 

２．幼稚園の預かり保育（不定期利用に限る） 〔    〕日 

３．ほっとステイ（子育てステーションやおでかけひろばなどで理由を問わず

０歳または１歳から未就学児までを一時的に預かる事業） 
〔    〕日 

４．ファミリー・サポート・センター事業（身近な地域で子育ての相互援助を

行う会員制の仕組み。乳幼児から小学校６年生までを対象に、預かりや送

迎の援助等を行う。） 

〔    〕日 

５．ベビーシッター（不定期利用に限る） 〔    〕日 

６．その他〔具体的に：                       〕 〔    〕日 

７．利用していない  

 

問17-1 今後、日中の定期的な教育・保育事業の利用以外に私用（買い物、習い事、スポーツ、

美容院など）や冠婚葬祭、病気、就労などの目的で、一時預かり事業を利用したいと思

いますか。利用希望の有無について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．はい   ⇒ 問17-２へ進んでください 
 

２．いいえ  ⇒ 問 18へ進んでください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方に、あて名のお子さんの不定期の一時預かりや宿泊を伴う預かりについて 

お伺いします 

１年間あたり 
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問17-１で「１.はい」を選ばれた方にお伺いします。                      

問17-２ 最も利用したい事業を問 17の選択肢１～６の中から１つだけ選んで□に番号をご 

記入ください。また、利用目的について、ア～カのうちあてはまる記号すべてに○

をつけ、それぞれ１年間の希望日数を〔  〕内に数字でご記入ください。（半日程

度についても１日としてカウントしてください。） 
 

【最も利用したい事業   】 
 

ア．私用（買い物、子ども（きょうだいを含む）や親の習い事等） 〔    〕日 

イ．リフレッシュ目的（自分の時間の確保、子どもから少し離れたい 等） 〔    〕日 

ウ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含む）や親の通院 等 〔    〕日 

エ．不定期の就労 〔    〕日 

オ．親族の介護や看護 〔    〕日 

カ．その他〔具体的に：                       〕 〔    〕日 

 
 

問18 この１年間に、保護者の状況（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、就労など）により、あて

名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか（預け

先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この 1年間の対処方法として、あ

てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの泊数も〔  〕内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 
                

 

 

 

 

        

※ 短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間、子どもを預かってもらう事業 

 

 １年間の対処方法 1 年間の泊数 

１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人に預けた 〔    〕泊 

 イ．※ 短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 〔    〕泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 
〔    〕泊 

 
エ．仕方なく子どもを同行させた 〔    〕泊 

 
オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 〔    〕泊 

 
カ．仕方なく予定・用事をあきらめた 〔    〕泊 

 キ．その他〔具体的に：                〕 〔    〕泊 

２．なかった 
 

１年間あたり 



- 21 - 

問19 あて名のお子さんと一緒に、「おでかけひろば・子育てひろば」を利用したことがあります

か。次の中から、あてはまる番号１つに○をつけてください。また、おおよその利用回数

（頻度）を数字でご記入ください。 
 

１．現在利用している ➡ １月あたり〔    〕回 ➡問１9-１へ進んでください 
 

２．現在は利用していないが、利用したことがある 

３．利用したことがない 

 

【おでかけひろば・子育てひろば】 

子育て中の親子が気軽に立ち寄り、交流できる場で、子育て相談や子育て情報の提供を通して、子育

てに対する不安の解消や負担感の軽減、地域の子育て支援機能の充実を図る事業です。区では、児童

館や子育てステーション、おでかけひろばなどで事業を実施しています。 

 

問１9で「１.現在利用している」を選ばれた方にお伺いします。                 

問 19-１ 今後、利用回数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ、希望回数

を〔  〕内に数字でご記入ください。 
 

１．はい ➡１月あたりの利用希望回数 〔    〕回 
 

２．いいえ ➡問 20へ進んでください 

 

問 19 で「２.現在は利用していないが、利用したことがある」「３.利用したことがない」を選ばれ
た方にお伺いします。                                    

問 19-２ 今は利用していないが、今後、利用したいと思いますか。あてはまる番号１つに○を 

つけ、利用する場合の希望回数を〔  〕内に数字でご記入ください。 
 

１．はい      ➡１月あたりの利用希望回数 〔    〕回 
 

２．いいえ 

 

問 19 で「２.現在は利用していないが、利用したことがある」「３.利用したことがない」を選ばれ
た方にお伺いします。                                    
 
問19-３ 現在利用していない理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもが教育・保育事業を利用している 

２．開催時間や曜日などが自分の都合にあわない 

３．忙しくて利用できない 

４．こうした事業を知らなかった 

５．利用方法や利用してもよいのかどうかが分からなかった 

６．事業の内容・質に不安・不満がある 

すべての方に、ひろば事業の利用についてお伺いします 

➡問１9-2、問１9-３へ進んでください 
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７．近所でこうした事業がない 

８．他に子育て仲間と集まったり相談したりできる場がある 

９．特に必要だと感じない 

10． その他〔具体的に：                              〕 
 

 

問 20 災害時などに同居のご家族以外にあて名のお子さんに関して手助けをしてくれる祖父母等

の親族・知人・友人は近所にいますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 21 妊娠中や出産直後のことについてお伺いします。母親は、妊娠中や産後は精神的に安定し

ていましたか。それぞれあてはまる番号１つに〇をつけてください。  

   ※ ひとり親世帯（父子世帯）の場合は記載不要 ➡ 問 22へ進んでください 
 とても安定して

いた 

まあ安定して 

いた 

やや不安定に 

なった 

とても不安定に 

なった 

①妊娠前期 １ ２ ３ ４ 

②妊娠中期 １ ２ ３ ４ 

③妊娠後期 １ ２ ３ ４ 

④出産直後 １ ２ ３ ４ 

 

問 22 あて名のお子さんを妊娠している時に、身近な方で気にかけてくれた、助けてくれたと感

じる方について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．配偶者・パートナー 

２．同居の父母 

３．里帰り出産をした際の父母 

４．近居父母(概ね 30 分以内で行き来できる範囲) 

５．遠居の父母 

６．父母以外の親族 

７．子育て支援ヘルパー、ベビーシッター 

８．友人、知人 

９．近所の人 

10．助けてくれたと感じられなかった 

11．その他〔具体的に：                               〕 

 

すべての方に、災害時のことについてお伺いします 

１．はい ２．いいえ 

すべての方に、子育て全般についてお伺いします 

★ 
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問23 あて名のお子さんを出産した直後の子育て環境について、一緒にお子さんの子育てや家事

をお手伝いしてもらったと感じる方について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．配偶者・パートナー 

２．同居の父母 

３．里帰り出産をした際の父母 

４．近居父母(概ね 30 分以内で行き来できる範囲) 

５．遠居の父母 

６．父母以外の親族 

７．子育て支援ヘルパー、ベビーシッター 

８．友人、知人 

９．近所の人 

10．お手伝いしてもらったと感じられなかった 

11．その他〔具体的に：                               〕 
 
 

 

問 24  子育てについて、楽しいと感じることが多いと思いますか。辛いと感じることが多いと思

いますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

 

 

   １        ２        ３        ４        ５ 

とても楽しいと   どちらかというと   楽しいと感じることと  どちらかというと   とても辛い 

感じること    楽しいと感じること  辛いと感じることが   辛いと感じること 

が多い        が多い       同じくらい       が多い 

 

問25 子育てについて、心配ごとや悩みごとはありますか。あてはまる番号すべてに〇をつけて

ください。 

１．養育費や教育費など経済的な負担 

３．子どものしつけや接し方 

５．子どもの健康状態 

７．自分（配偶者・パートナー含む）の親の健康状態 

９．家事の負担 

11．家族の介護の負担 

13．保護者同士の人間関係 

 

15．家庭内での新型コロナウイルス感染予防対策 

 

17．保護者が新型コロナウイルスに感染した際の対応 

19．特にない 

２．子どもの発達・発育 

４．子どもにとって望ましい保育園や幼稚園、習い事等の選択 

６．自分の健康状態 

８．育児の負担 

10．仕事の負担 

12．家族や配偶者・パートナーとの関係 

14．新型コロナウイルスに子どもや家族が感染する

こと 

16．子どもが通っている保育園や幼稚園等での新型

コロナウイルス感染予防対策 

18．その他〔具体的に：         〕 

 

 

★ 
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問26 子育てについて、心配ごとや悩みごとがある時、誰に相談しますか。あてはまる番号す

べてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27   子育てについて、心配ごとや悩みごとがある時に相談できる以下の事業や窓口等を知っ 

ていますか。それぞれの項目について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 知っていて利用

したことがある 

知っているが利用

したことはない 
知らない 

①世田谷版ネウボラのネウボラ・チーム 

（各地域の総合支所に配置された保健師・母子

保健コーディネーター・子育て応援相談員で構

成され、妊娠中のすべての方を対象に妊娠期面

接を行うほか、日常的に出産・育児などの不安

や悩みの相談を受ける） 

１ ２ ３ 

②子ども家庭支援センター 

（各地域の総合支所で、母子・父子・女性相談、

保育入園相談、子育て総合相談、ひとり親の手

当てなどの相談を受ける） 

１ ２ ３ 

③地域子育て支援コーディネーター 

（おでかけひろばなどの身近な場所で、子育て

支援に関する情報の提供や相談・助言を行う） 

１ ２ ３ 

④福祉の相談窓口 

（家族の介護や子育ての不安、病気や障害の悩

みなど、様々な相談を身近な地区で受けられる

よう区内２７地区のまちづくりセンターに設

置された窓口） 

１ ２ ３ 

⑤教育相談室 

（教育相談員が保護者の方の相談に応えなが

ら、お子さんに対しても必要に応じた心理的な

援助を行う施設） 

１ ２ ３ 

⑥子育てテレフォン 

（妊娠中の方からの相談や子育てに関する相

談を専門の相談員が電話にて受ける事業） 

１ ２ ３ 

１．配偶者・パートナー 

３．学生時代の知人・友人 

５．近所の知人・友人 

７．SNS を介して知り合った友人 

９．かかりつけ医 

11．保育園や担任保育士 

13．おでかけひろば・子育てひろばのスタッフ 

15．その他〔具体的に：         〕 

２．その他の家族・親族 

４．職場や仕事上の知人・友人 

６．子どもを介して知り合った友人 

８．民生・児童委員、主任児童委員 

10．看護師・助産師 

12．幼稚園や担任教諭 

14．地域の子育て支援団体のスタッフ 

16．インターネット等で自分で調べて解決する 

17．相談できる人はいない 

  ➡ どんな相手や環境であれば相談したいと思いますか。 

    [具体的に：                         ] 
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⑦児童相談所 

（保護者や 18 歳未満の子どもからの相談を児

童福祉司、心理職、医師等の専門スタッフが対

応する専門相談機関） 

１ ２ ３ 

⑧せたホッと 

（世田谷区に在住・在学している子どもの権利

侵害があったときなど、問題の解決のために子

どもをサポートする機関） 

１ ２ ３ 

⑨その他行政相談窓口 １ ２ ３ 

⑩民間の電話相談等 

（民間の企業が実施している電話での相談支

援事業） 

１ ２ ３ 

 

問28 あなたは、子育て支援サービス・制度に関する情報は、どちらから入手していますか。あて

はまる番号すべてに〇をつけてください。 

１．親族 

３．保育園や担任保育士 

５．おでかけひろば・子育てひろば 

７．児童館 

９．子ども家庭支援センター（総合支所） 

11．区のおしらせ「せたがや」（広報誌） 

13．テレビ、ラジオ、新聞 

15．せたがや子育て応援アプリ 

17．SNS 以外のインターネット 

19．その他〔具体的に：         〕 

２．近所の人、知人、友人 

４．幼稚園や担任教諭 

６．地域子育て支援コーディネーター 

８．区役所・出張所・まちづくりセンター 

10．病院 

12．せたがや子育て応援ブック 

14．市販の子育て情報誌、育児書 

16．Facebook・Instagram・ツイッター等の SNS 

18．コミュニティ誌 

 

20．情報の入手手段がわからない 

➡ どんな手段であれば情報が入手できますか。 

     [具体的に：                         ] 

 

問 29 子どもが成長するうえで、あなたが大切だと思っていることについて、あてはまる番号３

つまで○をつけてください。（近い将来のことも含めたお考えをお聞かせください） 

１．たくさんの友達との関わり 

３．自由でのんびりする時間 

５．地域の見守り 

７．いろいろとチャレンジする機会 

９．学校の勉強 

11．小さいときからの英語教育、スポーツ教育 

２．家族とのふれあい 

４．好きなことを思い切りやる時間 

６．自然の中での遊び体験 

８．ＩＣＴに関する体験 

10．有名学校への進学 

12．その他〔具体的に：         〕 
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問 30 あなたが子育てするうえで足りていないと感じていることについて、あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

１．子どもが十分に学習、勉強できる環境 

３．子どもにとって危険の無い生活 

５．子どもの自立を促す取組 

７．子どもにとって充実した食生活 

９．子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境 

11．父子で過ごせる場所やイベント 

13．親が自由に過ごせる時間 

15．子育て経験者からのアドバイス 

２．子どもが安全に生活できる環境 

４．子どもが家族と過ごす時間 

６．子どもたちが自分たちのことを自分たちで決める機会 

８．子どもが自由に遊ぶ時間 

10．親子で過ごせる場所 

12．子どものゆとりある生活 

14．地域での支えあい 

16．その他〔具体的に：         〕 

 

問 31 あなたは、第１子が生まれる前に、ご自分のきょうだい、親戚や近所の赤ちゃん（１歳く

らいまで）のお世話で次のことをしたことがありますか。それぞれ、あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 ある まあまあある 少しある ない 

①オムツ替え １ ２ ３ ４ 

②離乳食をあげる １ ２ ３ ４ 

③抱っこ １ ２ ３ ４ 

 

問 32 区では、世田谷区子ども計画（第２期）後期計画のもと「つなぐ・つながる」取組みとし

て、子育てがひと段落した保護者が、支援の担い手になり、支援が「つながって」継続し

ていく仕組みづくりに取り組んでいます。将来、そのような子ども・子育て支援に携わっ

てもよいと感じますか。あてはまる答えの番号１つに〇をつけてください。 

１．すでに携わっている  

２．ぜひ携わりたい 

３．携わってもよい 

４．携わりたくない 

５．わからない 
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この調査票の回答者の方にお伺いします 

問 33 この調査票に回答されたのはどなたですか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。

（あて名のお子さんからみた関係でお答えください。） 

１．父親 

３．祖父 

５．その他〔具体的に：         〕 

２．母親 

４．祖母 

 

問34 この調査票を回答された方の年代について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．20 歳未満 

５．35～39 歳 

９．55～59 歳 

２．20～24 歳 

６．40～44 歳 

10．60 歳以上 

３．25～29 歳 

７．45～49 歳 

 

４．30～34 歳 

８．50～54 歳 

 

問 35 この調査票を回答された方は、現在のご住所に居住されて何年になりますか。あてはまる

番号１つに〇をつけてください。 

１．１年未満 

３．３年以上５年未満 

５．10 年以上 15 年未満 

２．１年以上３年未満 

４．５年以上 10 年未満 

６．15 年以上 

問 36 家族や親族に介護を必要とする方がいますか。あてはまる番号すべてに〇をつけてくださ

い。 

１．同居の家族や親族に介護が必要な人がいる 

２．別居の家族や親族に介護が必要な人がいる 

３．介護が必要な人はいない ➡問 37へ進んでください 

問36で「１」、「２」を選ばれた方にお伺いします。                      

問 36-1 あなたもしくは配偶者・パートナーは、その方の介護をどの程度していますか。あては

まる答えの番号１つに〇をつけてください。 

１．日常的にしている 

３．週１～２回程度 

５．介護はしていない 

２．週３～４回程度 

４．月数回程度 

 

問 37 世帯収入についてお伺いします。昨年の年間の世帯の総収入はどのくらいですか。あては

まる番号１つに○をつけてください。 

※ 生計を一つにする世帯の収入でお答えください。 

１．100 万円未満 

３．300～500 万円未満 

５．700～1,000 万円未満 

７．1,500～2,000 万円未満 

２．100～300 万円未満 

４．500～700 万円未満 

６．1,000～1,500 万円未満 

８．2,000 万円以上 

 

➡問36-1へ進んでください 
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最後に世田谷区での子育てについてお伺いします 

 

問 38 世田谷区で子育てをしていて、子育てをしやすいまちだと感じますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

 
 

   １           ２            ３           ４ 

とても          子育てしやすい          あまり           まったく 

子育てしやすい                      子育てしやすくない      子育てしやすくない 

 

 
 
最後に、子育てに関するご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

質問は以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 

「郵送」による回答をされる方は、ご記入済みのこの調査票を５月〇日（）までに、同封

の返信用封筒に入れてポストに投函してくださいますようお願いいたします。（切手は不要

です。差出人名は無記名で結構です。） 

 

 


